
洪水または雨水出水

４　防災体制

【防災体制確立時の組織構成と役割分担】

防災体制一覧表 　⇒様式１２

・警報級の可能性（大雨警報または暴風警報）「中」または「高」が発表された場合


・台風の接近が予想されている場合

・大雨または洪水注意報が発表された場合
・物部川氾濫注意情報が発表された場合

・高齢者等避難が発令された場合
・大雨または洪水警報が発表された場合
・物部川氾濫警戒情報が発表された場合
・避難指示が発令された場合
・物部川氾濫危険情報が発表された場合
・雨水出水氾濫危険情報が発表された場合

●　事前休校の判断について

事前休校の判断基準となる防災気象情報等
高齢者等避難
暴風警報又は特別警報
大雨警報又は特別警報
洪水警報
※始業時間と児童・生徒の通学にかかる時間も考慮して、休校等の判断をする。

洪水マニュアル

警戒レベル１
↓

災害への心構えを
高める段階

警戒レベル２
↓

注意体制

警戒レベル３
↓

警戒体制

警戒レベル４
↓

非常体制

・避難完了の確認
・避難先での持ち出し品等の
管理

・避難先での児童・生徒支援
の監督

・施設職員への情報伝達 ・避難先での児童・生徒支援 ・避難所運営協力

人数 25 名 人数 11 名

警戒レベル
４
↓

非常体制

人数 1 名 人数 1

・状況把握、指揮 ・市町村等への連絡

・（緊急安全確保の判断） ・（緊急安全確保の誘導）

名

・状況把握、指揮
・気象情報、水位情報、避難情
報等の収集

・避難誘導開始
・要配慮者等の装備品の装
着

・避難開始判断
・避難所運営協力

・保護者等への連絡
（すぐーる）

・移動用車両の確保

名 人数 23 名 人数 11

警戒レベル
１
↓

災害への心
構えを高め

る段階

・（避難誘導開始）
・児童生徒下校、引き渡し

名

・状況把握、指揮
・気象情報、水位情報、避難情
報、避難先情報等の収集

・避難誘導体制の確認
・避難に必要な設備や装備品、備蓄品、
避難先への持ち出し品等を点検し準備

・施設職員等召集
・施設職員や避難支援協力者
へ連絡

・避難ルートの確認 ・移動用車両の手配

名 人数 8 名 人数 11

1

・体制確立の判断 ・施設職員への情報伝達

警戒レベル
２
↓

注意体制

人数 1

名 人数 1 名

・状況把握、指揮 ・気象情報等収集 ・（避難誘導体制の確認）

・（避難ルートの確認）

・（避難に必要な設備や装備品、備蓄品、
避難先への持ち出し品等を点検し準備）

人数 1 名 人数

・避難所開設準備

責任者 責任者

様式２

名 人数

責任者 責任者

名 人数 1

・（避難開始判断）
・避難所開設準備

避難誘導班
※児童・生徒の避難支援

装備品等準備班
※設備や装備品等の点検・準備

校長 副校長 教頭 事務長

・事前休業の判断

1

レベル
統括指揮者

※全体を指揮
情報連絡班

※情報収集や伝達

気象庁が発表する波浪を除く二つ以上の警報（特別警報及び暴風にあっては一つ）が、香美市または香南市、南国市、高知市のいずれかの市に
発令されている場合。※判断する時刻：午前５時00分
現場実習、居住地校交流等、校外で実施する教育活動（１）上記の状況により休校となった場合（２）上記以外であって活動地または移動経路にあ
たる市町村に波浪を除く二つ以上の警報（特別警報及び暴風にあっては一つ）が発令されている場合

・市町村等への連絡

名

警戒レベル
３
↓

警戒体制

人数 1 名 人数 15

・避難先への持ち出し品等を
運搬



６　避難誘導
（１）避難先、移動距離及び避難方法

以下に該当するか検討の上、屋内安全確保を選択するかどうかを慎重に判断する
※家屋倒壊等氾濫想定区域、土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域、

　津波による浸水のおそれがある区域に存していないこと

※浸水しない居室があること

※一定期間浸水することにより生じる可能性がある支障を許容できること

・緊急安全確保
急激に災害が切迫することにより、避難確保計画に定めた場所への避難を安全にできないような、

過酷な事象に遭遇した場合は「 」に緊急的に移動する山田高等学校

台

台

台

近隣の安全な場所 m

指定緊急避難場所 m

系列施設や
他の同種類似施設

m 台

土砂災害 避難先名称 移動距離
避難方法 避難に要する

時間
避難開始基準

徒歩 車両 その他機材

指定緊急避難場所 m 台

系列施設や
他の同種類似施設

m 台

近隣の安全な場所 m

屋内安全確保 m

津波 避難先名称 移動距離
避難方法 避難に要する

時間
避難開始基準

徒歩 車両 その他機材

系列施設や
他の同種類似施設

m 台

近隣の安全な場所 m 台

指定緊急避難場所 m 台

屋内安全確保 m

高潮 避難先名称 移動距離
避難方法 避難に要する

時間
避難開始基準

徒歩 車両 その他機材

台

近隣の安全な場所 m 台

指定緊急避難場所 m 台

m

屋内安全確保 作業棟以外の棟の２階以上 30 m

雨水出水 避難先名称 移動距離
避難方法 避難に要する

時間
避難開始基準

徒歩 車両 その他機材

系列施設や
他の同種類似施設

近隣の安全な場所 山田高等学校体育館 600 m 台 ２０分
本校の校舎が安全でない状況に
なった場合のみ

✓ 1

指定緊急避難場所
山田特別支援学校

多目的ホール
50 m 台 ５分

その他機材

系列施設や
他の同種類似施設

山田特別支援学校 50 m 台

様式４

①原則、作業等以外の棟の2階以上に垂直避難し、校外には避難しない。
②建物の破損、火災、停電等で校舎が安全に使用できない場合のみ山田高等学校体育館に避難する。

洪水 避難先名称 移動距離
避難方法 避難に要する

時間
避難開始基準

徒歩 車両

５分



（２）避難経路
避難先までの避難経路は、【施設周辺の避難地図】【施設建物内の避難経路図】のとおりとする。
避難先は、避難訓練等により避難できることを確かめ、必要に応じ見直しするものとする。

１４　対応別避難誘導一覧表

氏名 クラス 対応内容
避難方法

対応者 備考
立退き避難 屋内安全確保

様式11

高3Ｃ 2 車いす①小中玄 階段・徒歩 髙橋　悟 古川　豊

高２Ｃ 1 徒歩 階段・徒歩 湯田平　伸也 門田　涼平

高２Ａ 1 車いす②高玄 階段・徒歩 大石　真也 相原　杏美

高１Ａ 2 車いす③保健 階段・徒歩 清家　倫夫 寺村　流志

高１Ｃ 1 徒歩 階段・徒歩 山本　達也
西　祐介

高１Ｃ 1 徒歩 階段・徒歩 伊藤　紗和

高１Ｄ 2 車いす④正玄 階段・徒歩 伊藤　克
山中　由喜

高１Ｄ 1 徒歩 階段・徒歩 大藤　美砂

中３Ａ 1 徒歩 階段・徒歩 𠮷田　卓浩 野口　大介

中２Ｂ 3 乗用車 階段・徒歩 池添　裕亮

中２Ｂ 1 徒歩 階段・徒歩 佐伯　一美

中１Ｂ 1 徒歩 階段・徒歩 池内　航大

中１Ａ 3 乗用車 階段・徒歩 田中　鈴子

中１Ｂ 2 車いす⑤特北 階段・徒歩

3中１Ｂ 階段・徒歩乗用車

長尾　あゆみ

小５ 2 車いす⑦小中玄 階段・徒歩 佐藤　綾香

小６Ａ 2 車いす⑥舎 階段・徒歩 日向　晴彦

小６Ｂ 3 乗用車 階段・徒歩 髙橋　菜津子

岡﨑　幸代

中２Ａ 1 徒歩 階段・徒歩 西岡　五月

中２Ａ 1 徒歩 階段・徒歩 澤良木　愛
山本　明子

和田　直子

中１Ｂ 1 徒歩 階段・徒歩 野本　陽子

西内　沙由子

避難先へ移動

１：介助必要 ２：車いすを使用 ３：乗用車

その他の対応

４：寄宿舎に帰舎 ５：病院に搬送 ６：その他



【避難先までの避難経路図】

※施設の位置、避難先の位置、避難方法（徒歩、自動車等）、避難に要する時間等を記載してください。

避難先は、避難訓練等により避難できることを確かめ、必要に応じ見直しするものとする。

別紙１

立退き避難
避難先１ 避難に要す

る時間 避難先２ 避難に要す
る時間 避難先３ 避難に要す

る時間
洪水 山田特別支援学校 ５分 山田特別支援学校多目的ホール ５分 山田高等学校体育館 ２０分

雨水出水

土砂災害

高潮

津波

山田高等学校

移動：徒歩２０分

山田特別支援学校


